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原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
指
針
の
賠
償
対
象
区
域
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

前
回
私
が
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
平
成
二
十
四
年
二
月
六
日
提
出
質
問
第
四
九
号
）
に
対
す
る
答
弁
書
は
極
め
て
不
誠
実

で
、
要
領
を
得
ず
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
私
は
地
元
住
民
の
方
々
の
切
実
な
る
実
情
を
詳
し
く
申
し
上
げ
た
上
で
三
問
を
個
別

に
質
問
し
た
が
、
答
弁
は
、
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
う
え
、
質
問
の
前
提
と
し
て
重
々
承
知
し
て
い
る
自
主
的
避
難
等
対
象
区
域

の
設
定
基
準
に
触
れ
る
の
み
で
、
何
ら
回
答
に
な
っ
て
い
な
い
内
容
で
あ
る
。
国
民
の
負
託
を
受
け
た
国
会
議
員
が
、
国
民
の

た
め
に
誠
意
あ
る
政
府
の
対
応
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
答
弁
は
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
国
民
に
対

す
る
説
明
責
任
を
政
府
は
果
た
し
て
い
る
と
は
、
到
底
、
言
い
難
い
。
よ
っ
て
、
敢
え
て
再
度
同
内
容
の
質
問
を
す
る
の
で
、

誠
意
を
も
っ
て
一
問
ご
と
に
個
別
に
詳
し
い
答
弁
を
求
め
る
。

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
の
指
針
に
お
い
て
賠
償
対
象
と
し
て
具
体
的
に
明
記
さ
れ
る
か
否
か
は
、
原
子
力
被
害
の
適

切
な
賠
償
を
受
け
る
上
で
極
め
て
重
大
な
違
い
が
生
じ
る
。
被
害
者
が
迅
速
、
公
平
か
つ
適
切
に
賠
償
を
受
け
る
た
め
に
は
、

指
針
に
よ
っ
て
自
動
的
に
賠
償
手
続
が
進
む
必
要
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
指
針
の
賠
償
対
象
区
域
に
入
ら
な
か
っ
た
多
く
の

被
害
者
が
、
原
子
力
被
害
に
加
え
て
、
賠
償
請
求
を
巡
っ
て
苦
労
す
る
と
い
う
「
二
重
の
被
害
」
に
遭
っ
て
い
る
。
政
府
は
紛

争
審
査
会
に
指
針
の
作
成
を
委
任
し
て
い
る
が
、
最
終
的
な
責
任
は
政
府
に
あ
り
、
具
体
的
に
は
文
部
科
学
大
臣
が
状
況
に
応

一



じ
て
賠
償
対
象
区
域
を
大
局
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
以
下
、
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
と
亘
理
郡
山
元
町
を
賠
償
対
象
区
域

に
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
問
題
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

紛
争
審
査
会
は
、
「
発
電
所
か
ら
の
距
離
、
避
難
指
示
等
対
象
区
域
と
の
近
接
性
、
政
府
等
か
ら
公
表
さ
れ
た
放
射
線
量

に
関
す
る
情
報
、
自
主
的
避
難
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
」
賠
償
対
象
区
域
を
決
め
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実

態
は
、
県
と
い
う
行
政
区
域
で
画
一
的
に
賠
償
対
象
区
域
を
区
切
っ
て
い
る
。
宮
城
県
南
部
の
中
で
も
、
特
に
、
宮
城
県
伊

具
郡
丸
森
町
と
亘
理
郡
山
元
町
に
つ
い
て
は
、
原
発
か
ら
の
距
離
、
方
角
、
放
射
線
量
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
賠
償
対
象

区
域
に
指
定
さ
れ
た
福
島
県
内
の
市
町
村
と
同
等
以
上
の
実
情
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
合
理
に
も
賠
償
対
象
区
域
に

含
ま
れ
て
い
な
い
。
福
島
原
発
事
故
の
発
生
か
ら
既
に
約
十
一
か
月
が
経
過
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紛
争
審
査
会
が
、
宮

城
県
伊
具
郡
丸
森
町
と
亘
理
郡
山
元
町
を
賠
償
対
象
区
域
に
入
れ
な
か
っ
た
客
観
的
理
由
、
科
学
的
理
由
は
何
か
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

二

紛
争
審
査
会
の
指
針
に
お
い
て
賠
償
対
象
で
あ
る
こ
と
が
具
体
的
に
明
記
さ
れ
な
け
れ
ば
、
被
害
者
が
東
京
電
力
か
ら
原

子
力
被
害
の
適
切
な
賠
償
を
受
け
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
紛
争
審
査
会
に
は
、
福
島
県
以
外
の
地
域
に
お
け
る
自

主
的
避
難
者
な
ど
の
原
子
力
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
が
迅
速
、
公
平
か
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
常
に
賠
償
対
象
区
域
の

二



見
直
し
を
行
う
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

紛
争
審
査
会
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
に
基
づ
き
、
「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
し
て
紛
争
が

生
じ
た
場
合
に
お
け
る
和
解
の
仲
介
及
び
当
該
紛
争
の
当
事
者
に
よ
る
自
主
的
な
解
決
に
資
す
る
一
般
的
な
指
針
の
策
定
に

係
る
事
務
を
行
わ
せ
る
た
め
」
に
文
部
科
学
省
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
指
針
は
、
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森

町
と
亘
理
郡
山
元
町
の
原
子
力
被
害
者
に
と
っ
て
は
自
主
的
な
解
決
に
資
す
る
指
針
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
宮
城
県
、
福
島

県
の
多
く
の
関
係
者
か
ら
、
「
判
断
基
準
に
照
ら
せ
ば
賠
償
対
象
区
域
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
、
様
々
な
指
摘
、
批

判
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
を
所
管
す
る
文
部
科
学
大
臣
は
自
ら
考
え
方
を
示
す
な
ど
し
て
、
紛
争
審

査
会
に
対
し
賠
償
対
象
区
域
の
追
加
を
行
わ
せ
る
な
ど
、
然
る
べ
き
対
応
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


